
 令和 6年度 第１回学校運営協議会 議事録 

実 施 日

時 

令和 6年６月６日(木)  11：00～12：30 

出 席 者 学校運営協議会委員 4 名  

  

 

教職員 15 名  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事 

 

 

質問 

意見 

要望 

回答等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学校長挨拶 

 

（２）会長の選出 

  会長に桝形中学校校長を選出し、副会長に生田東高等学校校長を選出する。 

 

（３）自己紹介 

 

（４）学校運営について・令和 6 年度本校の学校教育計画について 

●総務グループ 

・ICT 機器を使用することで保護者への連絡、職員同士の連絡がスムーズになり、 

 生徒への還元ができている。 

 

●教務グループ 

 ・DX ハイスクールに指定されたことを踏まえてそれを実現するためのカリキュラムを実施し、 

  どのような科目が必要なのか検証していく。 

 

 ●活動支援グループ 

・部活動等を通して人間性、社会性を育んでいく。 

・生徒に学校での活動に意識を向けさせる。 

・部活棒の加入率も上げ、部活動の質を高めていく。 

・生徒自身が主体的に取り組めるような土台作りをしていきたい。 

・ICT 機器を使用して生徒とのコミュニケーションをより積極的に図っていく。 

 

●生活指導グループ 

・生活指導、教育相談がある。教育相談の割合が増えてきている。 

・サポートドックをもとにして生徒との面談をしている。その機会を活用し、生徒を観察する。 

・生活指導は、生徒のルールを守ることを徹底し時代の流れに合うように指導する。 

 

●進路指導グループ 

・生徒一人ひとりにあわせた進路実現のためのサポートをする。 

・4 年制大学の進学が減り、専門学校への進学が増えている。 

 

●研究 ICT グループ 

 ・ネットワーク環境は最適であり、校務でも AI を使用する取り組みもある。 

・校務効率化を図っている。 

・授業作り、DX ハイスクール事業、デジタル人材の育成を全員で実施していく。 

・授業作りのために教員向けの校内研修も実施している。 

・協働学習の場を ICT とアナログを両方活用しながら増やしていく。 
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●連携広報グループ 

・連携事業 

・地域との連携がコロナ禍で弱くなったが、「落ち葉拾い」等のボランティアを実施できた。地域貢

献での要望等があれば、それに沿って活動したい。 

 

 

（５）各部会での意見交換 

 ●地域とつながる共同部会 

 ・地域との連携のための事業のリクエストがあるか。 

 学校行事で近隣の住民が参加できるものがあれば、参加したい。例えば小学校では、生徒の登 

下校の呼びかけの場面で地域住民との交流できる行事がある。 

 →文化祭では地域の方を呼べるように検討する。 

 

 ・授業を近隣の方に見ていただきたい。 

  地域の常任委員会までの方々を呼べるように、授業見学のスケジュールを組んでいきたい。 

  地域貢献活動以外に、地域の方々に参加いただく活動をこれから検討する。昨年は地域貢献活 

  動で落ち葉拾いを実施した。要望があればそれに対応する。常任理事会でまとめていただけ 

  れば、計画を立てていきたい。 

 

 ・こども文化センターは 9 時まで滞在可能。学習もできる場所がある。 

 

 ・次回は文化祭のタイミングで開催予定。 

 

 ●未来へつなぐ学び部会 

 ・今年度の課題や取り組み 

  カリキュラムを変えることによる影響を予測して動くことが必要である。 

  DX ハイスクール事業の指定により、情報 II を設置する。それに伴った教室整備が必要である。 

  大学や専門学校とのつながりをもって取り組んでいくことが重要である。 

  校内研修によって教員が ICT 利活用をする場面が増えた。 

  AI をどのように活用するか、どのような人材を育成すべきかを考えて教育活動を行うことが重 

  要である 

 ・AI を使うためのモラルも教える必要がある。 

 

（６）学校活動の見学 

 ●3 年 1 組 世界史  

 ●体育準備室 ICT 巡回研修 

 

 


